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この様な取り扱いの最初の試みとして，その構造が 1 粒子-1 空孔配位でかなり良く記述できると
考えられている 16 0における輯射バイ中間子捕獲についての研究を行った。結果はこの反応において，


















模型が必要で、ある。この模型を用い比較的核構造のよく知られて， 16 0 における上記反応により励起






は，実験との非常によい一致を示した。ここで、は19MeVの 2~ 23MeVの 1-励起状態が，スピンーアイ
ソスピン励起モードであることが明らかにされた。偶パリティの寄与は， 30MeV以上の励起エネルギ
ーでは重要で、あるが， 16 0 にわけるほど大きくな Po
大塚登君の研究は，上記のように連続エネルギー殻模型を用いて， 12C, 16 0 における高エネルギー
ザンマ線放出をともなうパイ中間子吸収反応によるスピンーアイソスピン振動モードを，初めて定量
的に理解した研究であり，今後この分野の研究に資する面が大きいと思われる。よって理学博士の学
位論文として十分価値あるものと認める。
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